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(57)【要約】
【課題】プレキャストコンクリート部材の現場接合作業
において、梁主筋を迅速かつ確実に接合する。
【解決手段】　鉄筋継手カプラー１０であって、ねじ節
鉄筋からなる接合鉄筋と螺合可能な雌ねじ部分が形成さ
れた小径部１２と、雌ねじ部分の内径より大きな内径を
有し、他の接合鉄筋を遊嵌可能な大径部１１とを備える
。大径部１１は、小径部１２に近い側にグラウト充填孔
１４が形成され、収容される他の接合鉄筋を挟んでグラ
ウト充填孔１４の反対面にグラウト排出孔１５が形成さ
れている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ねじ節鉄筋からなる一の接合鉄筋と螺合可能な雌ねじが形成された鉄筋保持部と、該雌
ねじ部の内径より大きな内径を有し、他の接合鉄筋を遊嵌可能な鉄筋収容部とを備えたこ
とを特徴とする鉄筋継手カプラー。
【請求項２】
　前記鉄筋収容部は、前記鉄筋保持部に近い側にグラウト充填孔が形成され、収容される
前記他の接合鉄筋を挟んで前記グラウト充填孔の反対面にグラウト排出孔が形成された請
求項１に記載の鉄筋継手カプラー。
【請求項３】
　前記鉄筋収容部は、前記鉄筋継手カプラーが螺合部での回転により前記一の接合鉄筋に
対して移動した際の移動位置を視認可能なマーキングが外周面の一部に付された請求項１
に記載の鉄筋継手カプラー。
【請求項４】
　前記鉄筋保持部と前記鉄筋収容部との長さの比がおよそ１：３～４である請求項１に記
載の鉄筋継手カプラー。
【請求項５】
　前記鉄筋収容部は、内周面が開口端にかけて内径が小さくなるテーパ面である請求項１
に記載の鉄筋継手カプラー。
【請求項６】
　前記鉄筋保持部は、グラウト連通溝が内周面に軸方向に沿って形成された請求項１に記
載の鉄筋継手カプラー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は鉄筋継手カプラーに係り、建築物の躯体を構成するプレキャストコンクリート
部材からなる梁の接合時に主筋を迅速かつ確実に接合できるようにした鉄筋継手カプラー
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、鉄筋コンクリート柱、梁からなるラーメン架構をプレキャストコンクリート部材
で構成する場合、柱梁接合部、梁同士の接合部において一体的なラーメン架構を構築する
ためには、鉄筋とコンクリートの両者を剛接合する必要がある。特に梁部材の接合部にお
いて、鉄筋の接合を重ね継手や機械式継手にすると、コンクリート部分は、施工性を考慮
して所定の継手長さ以上の範囲にわたる現場打ち作業が必要となる。この現場打ちコンク
リート作業では配筋工事、型枠工事、コンクリート打設工事、及び脱型工事等の一連の工
事が発生するため、プレキャストコンクリート部材を用いた施工迅速化のメリットが減じ
てしまうという問題がある。
【０００３】
　上述したような接合部コンクリートの現場打ち作業を省力化できる接合部構造として、
特許文献２が提案されている。特許文献２に開示された発明は梁の接合端部の側面に、内
部にスリーブ継手全体を収容可能な外管を配置し、外管の内部に対峙する接合鉄筋の端部
同士を露出させ、一方の鉄筋にスリーブ継手を装着しておき、梁を組み合わせ、接合鉄筋
を対峙させた状態でスリーブ継手を外管内から対峙する接合鉄筋間を跨ぐ位置まで移動し
、その外管内にグラウトを充填して梁接合部を一体化させる構成からなる。
【０００４】
　この特許文献１に開示された発明では、スリーブ継手を外管内から梁接合位置まで移動
させるために、紐状体をスリーブ継手の管奥部側に取り付けておき、紐状体を梁外から操
作することでスリーブ継手を外管から引き出すようになっている。この引きだし操作を実
現するために、スリーブ継手の内径は接合鉄筋の直径に比べて十分に大きくして接合鉄筋
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との間に十分なクリアランスを設けて接合鉄筋を遊嵌させておく必要がある。しかし、ス
リーブ継手の内周面と接合鉄筋との間のクリアランスが大きいとスリーブ継手の芯出しが
できず、対峙した接合鉄筋にスリーブ継手を挿入する際の位置決めが困難になるおそれが
ある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－６９５９１号公報
【特許文献２】特開２００８－６３７３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　スリーブ継手の芯出しを確実に行えるようにした先行技術が特許文献２に開示されてい
る（以下の符号は特許文献２に拠る。）。特許文献２の図９に開示された先行技術には、
柱主筋となる２本の鉄筋３１Ａ，３１Ｂを上下に連結するために、ねじ定着部３２とモル
タル定着部３３とを有したハーフスリーブ３４と、一方の鉄筋３１Ａをスリーブに固定す
るロックナット３５とが使用される。ねじ定着部３２の内面には図示したようなねじふし
鉄筋（鉄筋３１Ａ）、ロックナット３５と螺合可能な雌ねじが形成されている。
【０００７】
　このハーフスリーブ３４は、柱主筋等のように、立設される鉄筋自体の接合作業の合理
化を図ることを目的として、ねじふし鉄筋（鉄筋３１Ａ）の端部にロックナット３５を用
いて固定され鉄筋接合に使用される構成からなり、特許文献１が解決しようとした、梁接
合部での現場打ちコンクリート作業についての従来技術の問題点を解決することを意図し
ていない。
【０００８】
　そこで、本発明の目的は上述した従来の技術が有する問題点を解消し、プレキャストコ
ンクリート梁部材の接合作業に本発明の鉄筋継手カプラーを用いることで梁主筋の接合作
業の合理化を図ることができるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、ねじ節鉄筋からなる一の接合鉄筋と螺合可能な
雌ねじが形成された鉄筋保持部と、該雌ねじ部の内径より大きな内径を有し、他の接合鉄
筋を遊嵌可能な鉄筋収容部とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　本発明において、前記鉄筋収容部は、前記鉄筋保持部に近い側にグラウト充填孔が形成
され、収容される前記他の接合鉄筋を挟んで前記グラウト充填孔の反対面にグラウト排出
孔１５が形成されるようにすることが好ましい。
【００１１】
　また、前記鉄筋収容部は、前記鉄筋継手カプラーが螺合部での回転により前記一の接合
鉄筋に対して移動した際の移動位置を視認可能なマーキングが外周面の一部に付されるよ
うにすることが好ましい。
【００１２】
　さらに、前記鉄筋保持部と前記鉄筋収容部との長さの比がおよそ１：３～４とすること
が好ましい。
【００１３】
　前記鉄筋収容部は、内周面が開口端にかけて内径が小さくなるテーパ面とすることが好
ましい。
【００１４】
　前記鉄筋保持部は、グラウト連通溝が内周面に軸方向に沿って形成されることが好まし
い。
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【発明の効果】
【００１５】
　本提案によれば、従来のプレキャストコンクリート梁部材の接合作業において、接合部
における型枠工事と鉄筋工事を大幅に省略できるため、作業の合理化を図ることができる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態としての鉄筋継手カプラーの構成を示した正面図、各部断面
図。
【図２】図１の鉄筋継手カプラーの梁接合部での使用状態を示した断面図。
【図３】図１の鉄筋継手カプラーの梁接合部での接合手順及び接合状態を示した状態説明
図。
【図４】図１の鉄筋継手カプラーの着色部によるカプラー位置の視認例を示した説明図。
【図５】図４の鉄筋継手カプラーの他の実施形態における接合状態を示した説明図。
【図６】本発明の鉄筋継手カプラーの他の実施形態の内部構成を示した断面図。
【図７】図６の鉄筋継手カプラー内での応力伝達状態を模式的に示した部分拡大断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の鉄筋継手カプラーの構成について、添付図面を参照して説明する。
［鉄筋継手カプラーの構成］
　図１各図は、本発明の鉄筋継手カプラー１０の外観および各部の構成を示している。図
２各図は、図１（ａ）に示した鉄筋継手カプラー１０で梁主筋としての接合鉄筋２１，２
２を収容した状態、すなわち、図２（ａ）は鉄筋継手カプラー１０内での接合鉄筋２２の
収容状態を示し、図２（ｂ）は相対する梁間のクリアランス１と鉄筋継手カプラー１０内
とにグラウトＧが充填され、梁接合が完了した状態を示している。
【００１８】
　本発明の一実施形態としての鉄筋継手カプラー１０は、図１（ａ）にその外観形状を示
したように、２種類の外径を有する円筒形状からなり、本実施形態では、大径部（外径の
大きな筒状部）と小径部１２（外径の小さな筒状部）の長さの比（ｄ１：ｄ２）はおよそ
３：１となっている。図１（ｂ）は鉄筋継手カプラー１０の鉛直断面を示している。同図
に示したように、大径部１１は滑らかな内周面を有する円筒形状からなる。この内部空間
１３に梁部材Ｂ（たとえば図２（ｂ）参照）梁主筋２１の鉄筋端部（以下、接合鉄筋２１
と記す。）が所定長だけ挿入される（図２（ａ））。このとき大径部１１の内部空間１３
の内周面と接合鉄筋２１とのクリアランス１３ａが十分確保され遊嵌されているため、接
合鉄筋２１が芯ずれ、軸方向のずれを伴う場合も対応することができる。
【００１９】
　大径部１１の外周面のほぼ中央部の下端にはグラウトＧの充填孔１４が形成された突起
部１６が設けられ、端部の接合鉄筋２１を挟んで充填孔１４と反対側の上端にはグラウト
Ｇの排出孔１５が形成された突起部１６が設けられている。これら充填孔１４と排出孔１
５とは、図１（ｂ）、（ｃ）に示したように、同一平面内で上下の関係になるように配置
されている。このため、下側の充填孔１４から鉄筋継手カプラー１０の内部空間１３に充
填されたグラウトＧは、図２（ｂ）に示したように、収容された接合鉄筋２１の上面まで
確実に充填された後、余剰分が内部空間１３の上側に位置する排出孔１５から排出される
。また接合鉄筋２１が挿入される開口端にはシールパッキン１７が装着されており、グラ
ウトＧが開口端から漏れるを防止することができる。充填孔１４と排出孔１５を構成する
突起部１６の配置は、図１（ｆ）に示したように、充填孔１４が大径部１１の外周面の側
面に位置し、排出孔１５が充填孔１４と９０°の角度をなして設けられるようにしてもよ
い。このように、大径部１１に収容された接合鉄筋は、図２（ｂ）に示したように、鉄筋
継手カプラー１０内に充填されたグラウトＧにより十分な接合強度を備えたグラウトＧ充
填継手として機能する。
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【００２０】
　鉄筋継手カプラー１０の大径部１１の外周面の所定位置には帯状のマーキング部１８が
設けられている。このマーキング部１８は本実施形態では、たとえば黄色等の視認性の高
い色相や蛍光色等の塗装からなり、図４各図を参照して後述するように、梁部材Ａ，Ｂの
接合鉄筋２１，２２を接合する際に、接合鉄筋２１，２２が鉄筋継手カプラー１０内に適
正量挿入されているかを、梁間のクリアランス１を覗いて確認するために用いられる。
【００２１】
　一方、小径部１２の内周面には、図１（ｂ）、（ｄ）に示したように、雌ねじ部１２ａ
が形成されている。この雌ねじ部１２ａは、接合鉄筋２２として使用されているねじ節鉄
筋の雄ねじ２２ａと螺合可能なねじ山形状、リード等の仕様からなる。鉄筋継手カプラー
１０は、図２（ａ）に示したように、ねじ節鉄筋からなる接合鉄筋２２の先端位置に螺合
することで接合鉄筋２２に保持されている。また、図１（ｂ）、（ｄ）、（ｅ）に示した
ように、雌ねじ部１２ａの内周面頂部には軸方向に沿ったグラウト連通溝としての角溝１
９が形成されている。この角溝１９は大径部１１の内部空間と小径部１２の開放端とを連
通するように形成されている。上述したようにグラウトＧが充填孔１４から充填された際
（図２（ｂ））、この角溝１９を通じてグラウトＧが小径部１２の接合鉄筋２２のねじ部
分の隙間に浸透されるとともに開口端に排出されるので、鉄筋継手カプラー１０に螺合さ
れた接合鉄筋２２は、ねじ部分の隙間に充填されたグラウトＧによって、鉄筋継手カプラ
ー１０により強固に接合される。
【００２２】
　ここで、本発明の鉄筋継手カプラー１０を用いて梁接合を行う作業手順について、図３
（ａ）～（ｄ）を参照して説明する。図３（ａ）は、梁部材Ａの端面に形成された、奥部
の内径が開口端の内径よりわずかに小さい略円錐台形状からなる凹所２内に、接合鉄筋２
２に螺合された鉄筋継手カプラー１０の全体が収容された状態を示している。凹所２内に
突出した接合鉄筋２２の端部は凹所２の開口端付近まで延在している（図２（ｂ））。こ
の状態から図３（ｂ）に示したように、梁部材Ｂを、すでに梁設置位置に吊り込まれた梁
部材Ａの接合端面と所定のクリアランス１をあけた位置に吊り下ろす。梁部材Ｂの接合端
面には、梁部材Ａの凹所２より奥行き深さの短いほぼ同形の凹所３が形成され、上述した
ように、接合鉄筋２１の端部が開口端付近まで延在している。この状態から梁間のクリア
ランス１に梁外側から回転治具（図示せず）や手を挿入して鉄筋継手カプラー１０を回転
させることで、鉄筋継手カプラー１０を梁部材Ａ側の凹所２に収容された状態から、マー
キング部１８がクリアランス１から視認できる位置まで梁部材Ｂ側の凹所３内に移動させ
る。このとき鉄筋継手カプラー１０の内部において、梁部材Ａ，Ｂの接合鉄筋２１，２２
は図２（ａ）に示した位置状態にある。その後、鉄筋継手カプラー１０の充填孔１４を利
用してカプラー１０内にグラウトＧを充填し、その後梁部材Ａ，Ｂの凹所２，３内と梁間
のクリアランス１とにグラウトＧを充填して梁部材Ａ，Ｂの接合作業を完了させる。
【００２３】
　図４各図は、鉄筋継手カプラー１０内に収容された接合鉄筋２１，２２の挿入状態を、
梁間のクリアランス１の位置で鉄筋継手カプラー１０の外周面に施されたマーキング部１
８を視認することで判断する方法についての説明図である。図４（ａ）は鉄筋継手カプラ
ー１０が梁部材Ａ内部から移動し、その一部（本実施形態ではカプラー全長の１／２以上
に達する。）が梁部材Ｂ内に収容された状態を示している。図４（ｂ）は、（ａ）の状態
における鉄筋継手カプラー１０内部の接合鉄筋２１，２２の挿入状態を示した鉄筋継手カ
プラー１０の断面図である。この状態は図３（ｃ）の状態に相当する。鉄筋継手カプラー
１０は、梁部材側に移動する前、図３（ｂ）に示したように、その全長が梁部材Ａの凹所
２内に挿入されている。この状態から鉄筋継手カプラー１０を梁部材Ｂの凹所に向けて移
動させ、接合鉄筋２１が鉄筋継手カプラー１０内に収容されるようにする。このとき鉄筋
継手カプラー１０を梁間のクリアランス１から視認した際に、マーキング部１８の一部が
欠けて見える場合がある。
【００２４】
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　図４（ｃ）に示した例は、梁部材Ａの接合鉄筋２２の鉄筋継手カプラー１０内への挿入
量が不足した状態である。梁部材Ａの接合鉄筋２２はねじ部に螺合されている部分とグラ
ウトＧが充填される部分とを合わせてカプラーの付着強度が確保されるようになっている
ので、グラウトＧの充填部分の挿入量が不足した場合、鉄筋継手カプラー１０としての付
着強度が確保できないおそれがある。また同図（ｄ）の場合、梁部材Ｂの接合鉄筋の挿入
量が不足した状態にある。梁部材Ｂの接合鉄筋２１はすべてグラウトＧが充填されカプラ
ーの付着抵抗が確保されるようになっているため、接合鉄筋２１の挿入量が不足した場合
、鉄筋継手カプラー１０としての付着強度は明らかに不足する。このように鉄筋継手カプ
ラー１０の所定位置に視認可能なマーキング部１８が付されたことで、鉄筋継手カプラー
１０による適切な鉄筋接合が図られる。
【００２５】
　図５はマーキング部１８の変形例を示している。梁間のクリアランス１から鉄筋継手カ
プラー１０の状態が視認しやすい場合には、同図に示したように、鉄筋継手カプラー１０
の外周面に所定長さの直線溝等を付すようにしてもよい。また溝内に着色を施すことで視
認性をより高めることができる。
【００２６】
　図６各図は、本発明の他の実施形態として、鉄筋継手カプラー３０の大径部３１の内周
面をテーパ面とした構成を示している。図６（ａ）に示したように、大径部３１の内部空
間３３を開口端の内径が奥部の内径より小さいテーパ形状とすることにより、図７に示し
たように、鉄筋継手カプラー３０内に挿入された接合鉄筋２１の周囲にグラウトＧが充填
され硬化した接合状態において、接合鉄筋２１に引張力Ｔが生じた際にグラウトＧと鉄筋
との間の付着抵抗、せん断抵抗に加え、グラウトＧを伝達したせん断力がテーパ面３３ａ
に圧縮力として作用し、テーパ面３３ａでの圧縮抵抗が期待できる。このため接合鉄筋２
１の必要継手長を従来のせん断抵抗型に比べて短くすることができる。また継手剛性も向
上するため、機械式継手の性能分類としてＡ級継手として扱うことができる。
【００２７】
　図６（ｂ）に示したように、鉄筋の対向位置から２方向にテーパ面３３ａ，３３ｂを形
成するようにしても良い。この場合、外周面も内部空間に倣ってテーパ面３３ｃ，３３ｄ
とすることで、部品の軽量化を図ることができる。またテーパ面３３ｃ，３３ｄの向きが
切り替わる頂部（稜線）３４が形成されることになるので、この部分を上述したマーキン
グ部として利用することもできる。
【００２８】
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、各請求項に示した範囲内での種
々の変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲内で適宜変更した技術的手段を組
み合わせて得られる実施形態も、本発明の技術的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００２９】
１　クリアランス
２，３　凹所
１０，３０　鉄筋継手カプラー
１１　大径部
１２　小径部
１４　充填孔
１５　排出孔
１８　マーキング部
１９　角溝
２１，２２　接合鉄筋
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